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第 17回　白梅保育セミナー
いま，保育に問われていること
震災のあの日から・・・保育の今，そしてこれからを考える
2011 年 12 月 4日
　2011 年 3 月 11 日の地震とそれに伴う原発事
故は，子どもたちの生命を護ることと，日々成長
する子どもたちに生き生きとした遊びを保障する
という保育の基本を危うくするものであった。一
方，前年来すすめられてきた子ども子育て新シス
テムの検討は，大詰めにはいり，保育制度の大転
換が図られようとしている。こうした時期に開催
された第 17 回セミナーには，基本テーマとして
初回以来毎年掲げてきた「いま，保育に問われて
いること」を，改めて，真剣に考えることが求め
られた。
　午前中の全体会では，汐見学長が「新システム
と保育の課題」と題して講演。午後は①「幼保一
体化」構想を考える，②震災・原発問題と保育，
③子ども・親・保育者の育ち合いを考える，の三
分科会に分かれ報告と討論が行われた。今回は討
議時間を従来よりも長くとったが，各分科会とも
熱心な討議が終了ぎりぎりまでつづけられた。講
演と分科会の内容は以下のとおりである。
＜講演＞「新システムと保育の課題」
　　　　汐見稔幸（白梅学園大学短期大学学長）
　2011 年 7 月に，少子化社会対策会議決定とし
て「子ども・子育て新システムに関する中間とり
まとめ」が発表された。講演は，現場で新システ
ムを厳しくチェックする必要があるとし，まず「中
間取りまとめ」の内容に触れられた。まだ確定し
ていないことが多いが，新システムとして決まっ
ているのは第一に，財源の一元化，第二に「こど
も園」の創設，第三に契約方式の導入，であると
いう。このように提案されている新しい枠組みに
ついて，諸外国の状況とも比較しながら解説され
た。
　次に，新システムについての汐見氏の視点が提
起された。すなわち，世界をみると保育・幼児教
育重視に一斉に流れており，日本はその点で大き
な遅れをとっている。今後，持続可能な社会を担
う若者を育てていくためには，乳幼児期の教育が
重要であることが各国で意識されているからであ
り，日本でも何らかの新システムが必要である，
と。本当の意味での新システムをみんなで，これ
からつくって行きましょう，と結ばれた。
（文責　松本園子）
＜第一分科会＞　「幼保一体化」構想を考える
企　　画：近藤幹生
 　（白梅学園短期大学保育科教授）
 源　証香
 　（白梅学園短期大学保育科講師）
話題提供：中山昌樹
 　（認定こども園あかみ幼稚園園長）
 布川順子
 　（世田谷つくしんぼ保育園園長）
　数年来議論されている「幼保一体化」構想であ
るが，保育現場での実情は，「よく理解できない」
といった声が多く聞かれる状況がある。その要因
として，この構想が政策的課題を発端とし，保育
の現場の実態把握，つまり子ども不在のままに議
論されたことが考えられる。そこで，本分科会で
は，「幼保一体化」構想の問題を整理し，子ども
たちを中心とした保育現場の立場から，「幼保一
体化」構想について議論したいと考え，企画・実
施した。
　分科会の前半は，中山昌樹氏，布川順子氏から
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話題提供をいただいた。中山氏からは，幼稚園か
ら幼稚園型認定こども園，さらに幼保連携型認定
こども園へと移行してきた実践を基に，総合施設
としての機能を充実させるための試みが紹介され
た。布川氏からは，保育所での保育・子育て支援
の実践や，保育所の子どもたち・保護者の実情を
基に，親子を支える地域に根差した保育所の在り
方について話題提供いただいた。フロアーの参加
者との質疑応答では，質の高い乳幼児保育を追求
していくための園運営の在り方，保護者や地域と
のつながりのつくり方，子どもの幸せを考えてい
くことの必要性などについて，意見交換がなされ
た。
　分科会の後半は，一グループ８名程度ずつにわ
かれてグループ討議を行った。どのグループでも
活発な討議が行われ，分科会終了後の参加者から
のアンケートにも，「様々な立場からの意見を聞
く機会が得られ，大変充実したものとなった」
「今後もこのテーマによるグループ討議を行いた
い」など，参加者自身の問題として討議ができた
ことなどに対する肯定的なコメントが多く寄せら
れた。
　本分科会の企画にあたっては当初，現段階での
「幼保一体化」構想を整理し議論するだけでな
く，具体策から制度設計に反映させていく道筋に
ついても，分科会の中で取り上げたいとの考えが
あったが，限られた時間の中でそこまで至らな
かった。「幼保一体化」構想については，参加者
の立場によっても問題とする視点が多様である。
今後，今回と同様の機会をもつ場合の課題とし
て，議論の論点の立て方や，話題提供とグループ
ディスカッションの時間配分などの工夫が必要で
あろう。引き続き，幼稚園・保育所の枠を越えて，
「子どもの最善の利益」を追求する視点から議論
することが，保育にかかわる大人たちの使命であ
ると感じる。
（文責　源　証香）
＜第二分科会＞　震災・原発問題と保育
企　　画：長谷川俊雄
 　（白梅学園大学子ども学科教授）
 松永静子
 　（白梅学園大学子ども学科准教授）
話題提供：斉藤美智子
 　（福島市・さくら保育園園長）
 後藤誓子
 　（東松島市・野蒜保育所所長）
　2011 年 3 月 11 日。東日本大震災と津波が襲っ
た。多くの生命と暮らしを奪った瞬間に子どもの
命を必死に守り続けた保育士たち。壮絶で過酷な
状況のなかで，保育士としての仕事の原点である
「子どもの生命を守る」活動をお話しいただいた
後藤誓子先生（東松島市野蒜保育所所長）。震災
後に起きた福島原子力発電所の爆発にともなう広
範囲にわたる放射能汚染。目に見えない放射能を
相手に「子どもの安全の確保」という一つのテー
マに継続して取り組まれている保育活動をお話し
いただいた齋藤美智子先生（福島市・さくら保育
園園長）。お二人の 9 ケ月間の保育士としての稀
有なご経験が静かに語られる真実の声。息をひそ
めて，お二人の言葉をすべて受けとめようとする
参加者の姿勢。話し手と聞き手が思いを重ねるよ
うに，ひとりひとりが言葉を噛みしめ反芻しなが
ら分科会は進行していった。
　分科会は，お二人のご経験を真摯に受けとめよ
うとする共感の力に後押しされて，会場が一体に
なって震災・原発の被害をリアルに感じた時間に
なった。しかし，すでに終わったことではなく，
今も続いているという事実に直面することによっ
て，保育所や保育士に対する根源的な「問い」が
生み出された。その「問い」は，“保育とは何か”
“保育にとって一番大切なことは何か”“保育士
の本質的な活動とは何か”というものである。
　参加者のみなさんに共通する声を紹介させてい
ただく。「生死の背中合わせの中で子どもたちを
どう守るのか，保育者が子どもの命を守る責任感
を深く学ぶことができました。」「問題にひとつひ
とつ向き合い，話し合いを重ねることが，子ども
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たちの未来を拓くことにつながっていることをあ
らためて確認することができました。」「震災や原
発の問題という危機的状況の下での対応だけでは
なく，日常の保育活動で大切にすべきことにつな
がっていることを教えていただきました。」多く
の参加者のみなさんがご自分の深いところで何か
に気づきを持たれたという声がアンケートに寄せ
られている。次回の白梅保育セミナーも引き続
き，お二人のその後の歩みをお聞かせいただきた
いというリクエストが多くあった。
　重く過酷なご経験の語りが生み出す静謐な空気
感，そのなかでお二人の優しい声を媒介にして，
本質的なことに気づかせていただいた経験，被災
時と被災後の活動をとおした専門職としての姿勢
から大きな勇気を頂戴する経験になった。後藤先
生，齋藤先生，そして参加者のみなさま，ありが
とうございました。
（文責　長谷川俊雄）
＜第三分科会＞　子ども・親・保育者の育ち合い
を考える
企　　画：小松　歩
 　（白梅学園短期大学保育科准教授）
　　　　　福丸由佳
 　（白梅学園大学発達臨床学科教授）
話題提供：塩崎典子
 　（東村山市・花さき保育園）
　第 3 分科会では，特に地域のつながりを意識し
た支え合い・育ち合いについて，花さき保育園保
育士の塩崎先生に「保護者のニーズへの対応や近
隣住民との共存」というタイトルでお話をいただ
いた。塩崎先生は，地域の子育て支援を保育園の
職員の力だけで完結させず，関連機関との連携を
通して築き上げていくこと，それぞれの立場や専
門性，持ち味を活かしあいつつ作り上げていくこ
とをモットーに，2008 年から「こじか村を建設
され，実践を続けていらっしゃる。そのプロセス
について詳しく伺う中で，地域の親子支援だけで
はなく，親子を支援しくれる人たちを巻き込むこ
とで，より活性化された支援作りを目指してきた
塩崎先生の姿勢と思いが，強く伝わってきた。
　特に，市の保健師さんとの関係作りのお話は，
とても印象的であった。まず 1 歳半検診の際に，
ボランティアでお手伝いを自らかって出て，少
しずつ保育士も頼りになることを知ってもらうこ
とから始められたとのこと。そして徐々に関係を
築く中で，最終的には保健師さんと同行して家庭
訪問を行い，親御さんの話を聞いたり相談に乗る
といった取り組みにまで広げていかれたそうであ
る。異なった専門性を活かしながら，信頼関係を
大切に，ご自身の役割やできることを少しずつ広
げていかれた地道な実践の体験談からは，本当に
多くの学びをいただいた。
　後半はグループに分かれて，現場で起きている
ことや課題，それに対して行っているそれぞれの
工夫などについても話し合う時間を持った。参加
者は，現役の保育者が最も多かったが，これから
保育者として現場で子どもとかかわりたいと考え
ている方や，地域で子どもたちとかかわっている
方々もいらっしゃり，それぞれの立場からの体験
を共有した。具体的な話に踏み込みにくかったグ
ループもあったが，全体を通した参加者の方々の
感想からは，「現場は問題山積みなことは周知の
事実です。それを乗り越える道筋が少し照らされ
た気がします」「自分から一歩踏み出してゆくこ
と，子ども・保護者地域連携の大切さを改めて認
識しました」「自分の園はどうか…と見直すきっ
かけになりました。（発表者の）人柄の良さもと
ても出ています。グループワークも色々な人との
話し合いが十分できたように思います」など，手
ごたえのあるメッセージを頂いた。
　課題，そして求められる役割や対応も多様化す
る中で，私たち専門家どうしのつながり，支え合
いも益々大切になっていることを感じた一日で
あった。発表下さいました塩崎先生，そしてご参
加くださいました皆様，本当にありがとうござい
ました。
（文責　福丸由佳）
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